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弊社協力会社倒産のお知らせ 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

令和 5 年 8 月末をもちまして４０年以上に渡り弊社が苦手としていた小物鍍金の協力会社であった中

部亜鉛工業様が突如、倒産致しました事を表題の通りお知らせ致します。 

弊社としても不測かつ突然の事態で対応が後手となってしまい皆様へご心配とご迷惑をお掛けしてい

ること申し訳ございません。 

 

中部亜鉛工業様へ従来依頼していた対象製品について弊社では対応が難しい小物鍍金や吊り穴が無い

遠心分離機処理製品、ネジ物製品、部分めっき製品等でありこれを毎日依頼しておりました。 

 また中部亜鉛工業様は中部地区（※１）における唯一小ロットの小物鍍金を対応できる業者であった

ため、今回の倒産は当該地区における小物の溶融亜鉛鍍金製品の供給に大きな影響となっています。 

 

現在弊社では、従来採算が合わないため実施してこなかった小物鍍金を自社で試みたり、北陸地方の同

業へ毎週１回（水曜日）に依頼・引取りを行っていた所を１回毎の依頼量を増やしたり、増車を行うなど

の検討・実施を手探りにて行う事で受注した製品の納期を維持できないか挑戦している段階です。 

また中部亜鉛工業様に代わる溶融亜鉛鍍金業者を関西方面にて調査を進めている所ですが、Q（品質）

C（コスト）D（納期）の全ての観点を兼ね揃える業者が無いのが実情です。 

 

そのため中部亜鉛工業様へ依頼していた製品に関しましては、自社での実施・遠方へ依頼するに関わら

ず、今後も中部地区で溶融亜鉛鍍金製品におけるサプライチェーンを継続させるためには Q（品質）C

（コスト）D（納期）の面で見直しせざるを得ません。 

 

 

皆様にはご迷惑をおかけするかと存じますが、何卒ご理解ご協力のほどを宜しくお願い申し上げます。 

尚、ご不明な点等がございましたらお手数ですが営業 田保（たぼ）までご連絡をお願いいたします。 

 

敬具 

※１ 一般社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会における区分けによる 


